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12月1日、民生委員・児童委員が全国一斉に改選され、新しい３年間の任期が始まります。
ご自分のこと、身の回りのことで何か困ったときは、民生委員・児童委員にご相談ください。

ご存知ですか？ 地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員が
一斉改選されました

・高齢者のいる世帯
・障がい者のいる世帯
・生活に困窮している
  世帯 
・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・母子・父子家庭
・その他の世帯

担当区域

世帯状況把握

情報提供

相談・援助

民生委員・児童委員民生委員・児童委員

・虐待の早期発見、予防
・ＤＶ、いじめ、不登校等
  世帯の抱える問題の把握

・世帯が必要としているサー
ビスについて情報提供

・各種相談　・見守り支援
・福祉サービス利用支援
 （在宅福祉、生活費
子育て支援等）

地
域
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

連携・協力

連携・協力

連携・協力

連携・協力

・市町村
・福祉事務所
・社会福祉
  協議会 
・児童相談所
・保健所
・教育委員会
・学校
・保育所
・児童館
・医療機関
　　　　など

関係機関

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公

務
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
23
万

人
、
本
市
で
は
１
７
７
人
が
身
近
な
担
当
区
域
ご
と
に
活

動
し
ま
す
。
全
員
が
児
童
委
員
を
兼
ね
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
福
祉
の
相
談
相
手
、
見
守
り
役
と
し
て
関
わ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
区
に
１
名
、
主
任
児
童
委
員
が
指
名

さ
れ
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て
区
域
の

児
童
委
員
と
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。

お
困
り
ご
と
の
相
談
に
乗
り
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
住
民
の
方
か
ら
の
生
活
上
の
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
、
福
祉
や
介
護
、
子
育
て
の
不
安
な
ど
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
守
秘
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
福
祉
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね
た
「
お
や
つ
サ
ー

ビ
ス
」
や
サ
ロ
ン
活
動
、
災
害
時
の
避
難
支
援
の
た
め
の

「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」
の
登
録
支
援
、
保
育
所
・
学
校
の
行

事
や
子
育
て
支
援
事
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
な
ど
、

地
域
の
様
々
な
福
祉
活
動
に
参
加
・
協
力
し
ま
す
。

地
区
の
「
民
児
協
」
で
協
力
し
て
活
動
し
ま
す

　

小
学
校
区
ご
と
に
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
民
児

協
）
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
定
例
会
で
連
絡
調
整

や
事
例
検
討
、
研
修
等
を
行
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
き
め

細
か
な
活
動
を
お
互
い
に
助
け
あ
い
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

お問合せ／福祉総合相談課  TEL 282-7250
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新しく委嘱される民生委員・児童委員177名をご紹介します

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
敬
称
略
）

六
　
　
科
　
戸
澤
　
英
子 

・ 

矢
崎
多
起
子

　
　
　
　
　
戸
澤
　
　
聡 

・ 

橋
本
　
義
光

野
牛
島
　
中
島
　
　
勉 

・ 

中
島
多
喜
子

　
　
　
　
　
中
島
佐
知
子 

・ 

大
芝
　
英
子

上
高
砂
　
清
水
う
め
子 

・ 

横
森
　
　
充

徳
　
　
永
　
森
本
す
み
恵 

・ 

手
塚
　
京
子

榎
　
　
原
　
清
水
め
ぐ
み 

・ 

杉
山
真
由
美

下
高
砂
　
安
部
新
太
郎 
・ 
杉
山
　
明
美

源
　
　
　
　
河
西
　
隆
広 

・ 
有
野
　
聖
美

　
　
　
　
　
川
村
　
　
功 

・ 

伊
藤
　
絹
子

　
　
　
　
　
名
取
　
正
彦 

・ 

青
栁
　
秀
之

　
　
　
　
　
小
林
　
幸
次 

・ 

名
取
　
　
寛

百
　
　
々
　
土
屋
　
照
重 

・ 

小
林
さ
つ
き

　
　
　
　
　
長
田
　
悦
子 

・ 

中
澤
　
明
美

　
　
　
　
　
中
澤
　
民
子 

・ 

齊
藤
　
達
男

　
　
　
　
　
上
田
さ
ゆ
り 

・ 

厚
芝
　
浩
子

上
八
田
　
志
村
　
好
美 

・ 

小
野
美
は
る

　
　
　
　
　
内
藤
ふ
じ
子

飯
　
　
野
　
中
澤
　
　
久 

・ 

中
込
　
悦
雄

　
　
　
　
　
米
山
　
髙
憲 

・ 

五
十
嵐
有
子

　
　
　
　
　
安
達
　
映
美 

・ 

石
川
　
珠
美

　
　
　
　
　
窪
田
　
　
稔 

・ 

河
西
　
孝
男

　
　
　
　
　
中
込
香
代
子

飯
　
　
丘
　
深
島
　
富
江 

・ 

小
野
な
を
み

　
　
　
　
　
石
原
　
博
道 

・ 

内
田
　
　
誠

在
家
塚
　
中
嶋
　
　
等 

・ 

田
中
　
行
男

　
　
　
　
　
三
井
　
春
雄 

・ 

中
込
め
ぐ
み

西
　
　
野
　
手
塚
な
つ
子
・  

長
谷
部
ひ
ろ
み

　
　
　
　
　
早
川
　
顯
之 

・ 

田
中
惠
美
子

桃
の
丘
　
渡
邉
　
　
榮

今
諏
訪
　
藤
井
い
づ
み 

・ 

手
塚
　
　
明

　
　
　
　
　
矢
﨑
と
く
子 

・ 

向
山
美
智
子

　
　
　
　
　
向
山
　
晴
美

芦
　
　
安
　
㓛
刀
　
秀
樹 

・ 

伊
東
　
　
仁

下
今
井
　
板
倉
　
昌
吾 

・ 

渡
邉
　
光
子

鏡
中
條
上
村
　
名
取
　
　
泰 

・ 

内
田
　
秀
子

　
　
　
　
　
山
口
　
嘉
彦

鏡
中
條
下
村
　
志
村
　
重
男 

・ 

坂
本
　
秀
明

寺
　
　
部
　
田
中
　
茂
義 

・ 

塚
原
日
出
美

　
　
　
　
　
山
本
三
重
子

十
日
市
場
　
佐
野
　
健
二 

・ 

河
西
　
竹
子

　
　
　
　
　
望
月
　
俊
夫

加
賀
美
　
小
野
　
國
光 

・ 

沢
登
　
友
江

　
　
　
　
　
深
沢
　
妙
子

藤
　
　
田
　
河
西
　
正
廣 

・ 

髙
野
　
博
行

　
　
　
　
　
柴
田
　
里
子 

・ 

五
味
た
け
み

　
　
　
　
　
岩
本
あ
ゆ
み

浅
　
　
原
　
浅
原
　
知
義 

・ 

信
田
　
周
二

　
　
　
　
　
保
坂
　
照
雄

小
笠
原
　
樋
泉
　
勝
子 

・ 
野
中
　
一
孝

　
　
　
　
　
藤
巻
　
秀
子 

・ 

石
川
佳
世
子

　
　
　
　
　
齊
藤
　
純
枝 

・ 

名
取
美
知
子

　
　
　
　
　
山
本
　
明
美 

・ 

田
村
　
正
惠

　
　
　
　
　
三
枝
　
睦
子 

・ 

有
井
　
　
昇

　
　
　
　
　
小
松
　
一
美 

・ 

島
崎
　
　
進

　
　
　
　
　
中
丸
　
松
雄 

・ 

塚
原
　
浩
二

　
　
　
　
　
保
坂
　
　
環

山
　
　
寺
　
野
中
　
榮
子 

・ 

齊
藤
　
　
誠

　
　
　
　
　
内
藤
　
純
子 

・ 

渡
辺
　
富
枝

大
　
　
師
　
中
村
　
儀
子

清
　
　
水
　
石
川
　
葉
子

宮
　
　
沢
　
大
木
　
秀
子

戸
　
　
田
　
古
屋
美
佐
子

田
島
・
天
神
　
原
田
　
和
英 

・ 

野
中
　
治
夫

西
南
湖
　
丹
澤
　
元
和 

・ 

土
屋
　
英
乃

和
　
　
泉
　
内
池
　
賢
三

東
南
湖
　
有
泉
　
清
文 

・ 

村
松
　
達
人

　
　
　
　
　
塚
原
　
俊
英

主
任
児
童
委
員（
敬
称
略
）

八
田
小
学
校
区
　
　
　  

　  

清
水
　
初
美

白
根
源
小
学
校
区
　
　    

　
有
野
　
守
代

白
根
百
田
小
学
校
区
　    

　
竹
山
真
由
美

白
根
飯
野
小
学
校
区
　    

　
中
込
　
久
美

白
根
東
小
学
校
区
　
　    

　
山
本
由
美
子

芦
安
小
学
校
区
　
　
　   

　 

倉
園
　
光
代

若
草
小
学
校
区
　
　
　   

　 

上
野
恵
美
子

若
草
南
小
学
校
区
　
　   

　 

深
澤
　
美
香

小
笠
原
小
学
校
区
　
　   

　 

野
中
　
雅
子

櫛
形
北
小
学
校
区
　
　   

　 

樫
山
　
香
澄

櫛
形
西
小
学
校
区
　
　   

　 

石
川
　
　
敏

豊
小
学
校
区
　
　
　
　    

　
吹
野
　
武
文

落
合
小
学
校
区
　
　
　   

　 

神
山
　
信
也

大
明
小
学
校
区
　
　
　   

　 

市
川
　
政
子

南
湖
小
学
校
区
　
　
　    

　
野
田
　
正
貴

桃
　
　
園
　
藤
森
　
義
明 

・ 

野
田
由
美
子

　
　
　
　
　
加
藤
　
政
直

上
宮
地
　
横
内
　
孝
章 

・ 

依
田
　
文
博

　
　
　
　
　
保
坂
　
梅
子

曲
輪
田
　
内
藤
　
君
枝 

・ 

横
内
佐
知
子

　
　
　
　
　
内
藤
　
幸
子

平
　
　
岡
　
河
野
不
二
義 

・ 

中
込
　
正
美

あ
や
め
が
丘
　
田
淵
　
和
子

上
市
之
瀬
　
長
田
　
英
子

上
　
　
野
　
秋
山
　
俊
郎

中
　
　
野
　
深
澤
と
も
子

下
市
之
瀬
　
櫻
田
美
佐
子

上
今
井
　
中
嶌
　
賢
一 

・ 

㓛
刀
さ
ゆ
り

東
吉
田
　
河
野
　
勇
二

西
吉
田
　
中
込
　
佳
子 

・ 

名
取
け
さ
代

十
五
所
　
沢
登
今
朝
雄 

・ 

深
澤
　
昌
子

沢
　
　
登
　
齊
藤
　
一
惠 

・ 

篠
原
　
元
保

東
落
合
・
芦
原
　
望
月
　
勝
美

西
落
合
　
新
津
　
友
子

西
新
居
　
今
村
　
幸
治

秋
　
　
山
　
今
津
　
玲
子

湯
　
　
沢
　
深
澤
　
　
久

塚
　
　
原
　
深
澤
　
英
子

川
上
・
神
ノ
木
　
大
木
　
　
誠

下
宮
地
　
石
川
惠
美
子

江
　
　
原
　
杉
本
　
光
子 

・ 

杉
山
　
利
恵

　
　
　
　
　
今
井
美
佐
子

鮎
　
　
沢
　
野
田
　
芳
男 

・ 

都
築
　
和
子

古
市
場
　
秋
山
　
早
苗 

・ 

佐
久
間
　
徹

荊
　
　
沢
　
市
川
　
和
男 

・ 

髙
野
　
晃
史

　
　
　
　
　
鞠
子
紀
代
美
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●1,576 ㎡の鉄筋コンクリート造建物は、国の重要防災施設
　と同じ Is値 0.9 相当の耐震性を備え、災害時にも72時間
　以上継続して初動対応をおこなうことができます。
●下階には、災害発生時に対策本部を置く会議室や、サー
　バー室があるため、止水性を特別に高めました。
●本館1階とロビーでつながる上階は、保健福祉部門となり
　駐車場から扉をとおってエレベーターに乗れば、バリア
　フリーかつ最短距離で、保健福祉部門にアプローチでき
　るようになりました。
●屋上に一括受変電施設と非常用発電機を整備しました。
●基礎躯体に中水槽を設け、雨水をトイレ用水として使っ
　ています。
●外断熱・Low-E 二重サッシの外壁に加え、上部に自然換気・
　自然採光のための越屋根を設け、省エネルギー化を進め
　ました。

■■本館の耐震改修と新館の建設工事費
　10億 9919 万円

防災拠点として新館を建設

本館を耐震改修・長寿命化

●1・2 階に門型フレームと耐震スリットによる耐震補強
　をおこない、構造耐震指標 Is 値を従来の 0.73 から、
　消防庁の求める耐震水準を上回る 0.82 へ向上させま
　した。
●1階全面と地階の一部の改修をおこない、櫛形山のヒ
　ノキを使った、明るくわかりやすく利用しやすい窓口
　としました。
●老朽化した給排水衛生設備を全面更新し、節水仕様と
　しました。
●一部空調を更新し、規制対象の冷媒（代替フロン）を
　処分しました。
●古い受変電施設と、アスベストの含まれる煙突を撤去
　しました。
●法改正にともないエレベーター部材を補強しました。

　設計・監理・測量・備品・移転費
　1億 4795 万円その他

平成27年度から進めてきた市役所庁舎整備工事が10月に完了しました。
本館と西別館を耐震改修、災害発生時に防災拠点となる新館を増築し、
また、狭あいだった駐車場を拡張しました。
証明発行、戸籍、国民健康保険、市税、会計などの窓口部門をワンフロアに配置したことで、
来庁者の皆さまの利便性を高めるとともに、木の温もりを感じる明るく快適な空間になりました。
今月号では、利用しやすくリニューアルした本庁舎の概要をお知らせします。

新しくなった南アルプス市の拠点

市役所本庁舎整備の概要をお知らせします
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5.4億円10.3億円

市の実質負担額合計  5.3億円合併特例債のうち国負担額   9.8億円

市
負
担
分
0.7
億
円

起
債
対
象
外
0.4
億
円

合併特例債のうち

市負担額

4.2 億円

合併特例債のうち国負担額

（地方交付税として市に交付される見込みの額）

9.8 億円

総事業費 　15.1 億円

平成 29年度市民説明での事業費 　15.7 億円

起債対象経費 　14.7 億円

合併特例債 　14.0 億円

市の実質負担額合計 合併特例債のうち国負担額

5633万円
計画修正による減額

747万円減
市の負担は

庁舎整備事業費の内訳

外構整備で駐車場の不便を解消

お問合せ／管財課  TEL 282-6092

●道路に面する宅地 1区画を買い取り、敷地形状をととのえました。

●駐車場の比率を大きくしたことで、来庁者用の駐車区画は、従来の東西あわせ 

　87 台から、115 台に増えました。

●思いやり駐車区画も従来の倍の８台に増えました。

●安全で段差の少ない歩行者専用ゾーンとバス停をあわせて整備しました。

●銀行ATMを本館前から、駐車場に余裕のある西別館前へ移設しました。

●災害に備えて防災かまどや防災マンホールトイレを整備しました。

■外構工事・用地取得費　1億 5813 万円

主出入口

平成 29年 10月にお知らせした事業費見込 15億 6600 万円に
対し、実際にかかった事業費は 15億 967 万円となりました。

西別館を耐震改修・長寿命化

●1階に耐震壁による耐震補強をおこない、構造耐震指標Is値を従来の0.74から、
　消防庁の求める耐震水準を上回る 0.83 へ向上させました。
●2階の内装改修をおこない、櫛形山のヒノキを使った、明るくわかりやすく利
　用しやすい窓口としました。
●1階と一部 2階の空調を更新し、規制対象の冷媒を処分しました。
●受変電施設を更新し、屋上防水や庇の改修をおこない長寿命化しました。
●老朽化したエレベーターを、車いす対応仕様へリニューアルしました。

■西別館の改修工事費　1億 440 万円



６

職
員
の
給
与
・
定
員
等
の
状
況
の
公
表

住民基本台帳人口
（年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
　B／A

（参考）
平成29年度の人件費率

実質収支
区　分

平成30年度 71,602
人 千円 千円 千円 ％ ％
32,493,589 1,598,181 4,634,994 14.3 14.7

人件費の状況（普通会計決算）

（注）住民基本台帳人口は、外国人を含み、人件費には、市議会議員、農業委員、自治会長等の各種行政委員の報酬が含まれます。

職員数
A 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

１人当たり給与費
B／A

給　与　費
区　分

平成30年度 555
千円千円千円千円千円人

2,048,861 458,092 855,444 3,362,397 6,058

職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）        　　　　　職員手当には退職手当を含みません。

決定初任給 採用2年目経過日　給料額区　分

一般行政職

消　防　職

単純労務職

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

高校卒

180,700 円

148,600 円

205,300 円

167,400 円

146,000 円

192,400 円

157,000 円

217,300 円

181,300 円

154,300 円

職員の初任給の状況 ［平成31年４月１日現在］

区　分

南アルプス市

山梨県

平成29年度

99.4

100.8

平成30年度

99.0

100.3

ラスパイレス指数の状況

（注）ラスパイレス指数は、地方公共団体の一般行政職
　　  の給料月額と国の行政職俸給表（一）の適用職員
 　　 の俸給額とを学歴別、経験年数別にラスパイレス
        方式により対比させ比較し算出したもので、国を
       100としたものです。

区　分

一般行政職

消　防　職

単純労務職

平均給料月額

322,700 円

316,500 円

246,700 円

平均給与月額

388,100 円

418,400 円

269,100 円

平均年齢

42.3 歳

38.6 歳

40.2 歳

職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況

南アルプス市 国区　分

6月期

12月期

計

 期末手当

1.300月分

1.300月分

2.60月分

 勤勉手当

0.925月分

0.925月分

1.85月分

6月期

12月期

計

 期末手当 

1.300月分

1.300月分

2.60月分

 勤勉手当

0.925月分

0.925月分

1.85月分

職員手当の状況（令和元年度支給割合）

※詳細については、市のホームページに掲載しています。

給料月額区　分

給　料

報   酬

市　長

副市長

教育長

議　長

副議長

議　員

　　560,000  円

　　448,000  円

　　404,600  円

400,000  円

360,000  円

350,000  円

特別職の報酬等の状況 ［平成31年４月１日現在］  第3次南アルプス市定員適正化計画の数値目標

［平成31年４月１日現在　給与実態調査から引用］

（平成28年4月1日～平成32年4月1日）における定員管理の数値目標

平成27年4月1日 職員数（基準）

平成32年4月1日 職員数（目標）

削減数

削減率

628 人

　　615 人

 　　　13 人

　　　2.1 ％

本
市
職
員
の
給
与
・
定
員
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
条
例
に
基
づ
き
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（注）給与改定前の給料額です。

 期末手当

 勤勉手当
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議　会
総　務
税　務
労　働
農　水
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育    
警　察    
消　防    
小　計    
病　院
水　道
交　通
下水道
その他
小　計

4人
111人
28人
0人
28人
  14人
37人
129 人
36人
387人
63人
- 　
90人
153 人
-　 
32人
1人
10人
31人
74人
614 人

4人
114人
32人
0 人
26人
15 人
35人
132 人
35人
393 人
60人
- 　
90人
150 人
- 　
31人
1人
10人
33人
75人
618 人

0
     　 3
　 4
0

△ 2

   △ 2
　 3
△ 1
  　 6
　△ 3

-  
　 0
△ 3
-   

0
0

     2
     1
  　 4

業務増
業務増

事務の統廃合縮小

平成30年
職　員　数区　分

合　　計

部　門
主な増減理由対前年

増減数平成31年

※職員の条例定数については、平成28年3月に718人から666人に改正しています。

部門別職員数の状況と主な増減理由 ［各年4月1日現在］

項　　　目

親子や職場の仲間同士で、１日を楽しんだ

職場における各種厚生活動に対し、
助成を行った

親子や職場の仲間同士で楽しむイベント等
への参加について、助成を行った

概　　　　要 対象者 実施場所

   97 人

職場の仲間と楽しく
元気回復
家族と楽しむ
レクリエーション
コンサート等の
芸術作品を楽しむ

599 人各地 年間

179 人

互助会員 
（全職員）

11月互助会員 
（全職員） 千葉県

各地 年間互助会員 
（全職員）

期　日 参加者数

福利厚生事業（南アルプス市職員互助会）の状況 ［平成30年度］

戒告 減給 停職 免職 合計

懲戒処分者数 ［平成30年度］ 処分事由別懲戒処分者数 ［平成30年度］

区分（研修名）

山梨県市町村研修所研修 階層研修、能力開発専門研修等

タイムマネジメント研修、指導の受け方研修、
議会答弁作成研修、ワンペーパー資料作成研修等

該当者及び希望者

該当者及び希望者市町村アカデミー、荒川区ビジネスカレッジ、
先進施策調査研修等市町村アカデミー等研修

合　計

内　　容 対象職員（階層等） 参加者数

158 人

職場内研修 該当者及び希望者    243 人

13 人

      414 人

○主な研修実績

職員研修の状況 ［平成30年度］

法令違反（法第29条第１項第１号）

職務上の義務違反又は怠慢（法第29条第１項第２号）

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行（法第29条第１項第３号）

※法とは、地方公務員法をいいます。 合　　　　　計

区　　　　分 合計

0   

免職停職減給戒告
0

0
0

0

 0
0

0   

※処分者数は、処分件数に着目して計上したもので
　あり、延べ人数です。

        1

△ 1

 0 0   0   0   
0

0

0
0

0
0

 0
0

0
0

0
0

0

事務の統廃合縮小

事務の統廃合縮小

業務増

業務増

○主な事業実績
○概要　会員数／630人　事業実績総額／11,999千円　公費負担額／3,650千円

お問合せ／人事課  TEL 282-6084

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

事務の統廃合縮小
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10
月
20
日
、
合
併
の
調
印
日
を
記
念
し
た
市
制
施
行

記
念
式
典
が
桃
源
文
化
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

式
典
で
は
、
白
根
高
等
学
校
生
徒
会
副
会
長
の
河
西

佑
実
さ
ん
が
市
民
憲
章
を
朗
読
し
、
市
制
に
功
績
の
あ
っ

た
６
名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
桃

源
文
化
会
館
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
平
井
靖
子
さ
ん
に
よ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
と
、
御
勅
使
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

市民憲章を朗読する河西佑実さん表彰を受けた功績者の皆さん 表彰を受ける花輪議員

功
績
者
表
彰
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

花
輪  

進 

　
　    

市
議
会
議
員

佐
野  

一
仁 

　
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

小
野  

真
知
子 

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

森
岡  

千
代
野 

　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
委
員

名
取  

と
み
子 

　
保
護
司

伊
東  

隆
雅 

　
　
保
護
司

御勅使中学校吹奏楽部の演奏

お問合せ／総務課  TEL 282-1111

祝
市制施行

16周年

  

市
制
施
行
16
周
年  

記
念
式
典

は 

な 

わ
　 

す
す
む

 

さ
　
の
　
　
か
ず
ひ
と

 

お
　
の
　
　
ま
　 

ち
　 

こ

 

も
り
お
か
　  

ち
　 

よ
　 

の

   

な 

と
り
　            

　 

こ

   

い 

と
う
　 

た
か
ま
さ

か　
さ
い

ゆ
う　

み

ひ
ら 

い
や
す  

こ
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知っていますか？ 障害者差別解消法知っていますか？ 障害者差別解消法
毎年１２月３日から９日は障がい者について理解を深める「障害者週間」です。
障害者差別解消法は、障がい者への差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会
（共生社会）をつくることを目指し、障がいのある方に対しての、「不当な差別的取扱いの禁止」と「合理
的配慮の提供」を求めています。

「不当な差別的取扱い」とは
国・都道府県・市町村などの役所や会社、お店などが
障がいのある人に対して、正当な理由なく、障がいを理
由として差別をすることをいいます。
　例えば・・・
障がいがあるという理由だけで、アパート等賃貸住宅を
貸してもらえない。車いすだからといって入店を拒否さ
れる等。

「合理的配慮」とは
障がいのある人が困っているときに、その人の障がいの
特性に合わせた工夫や対応をすることです。何らかの配
慮を求められた場合には、負担が重すぎない範囲で配
慮を行うことが求められます。
　例えば・・・
車いすを利用している人が道の段差で困っているときに
手助けをする。聴覚障がいのある方に筆談で伝える等。

皆さん一人一人が障がいについて理解し、誰もが暮らしやすい社会づくりを
みんなで考えていきましょう。

【相談窓口】
　　●南アルプス市障害者相談支援センター　TEL 282-6780 
　　●障がい福祉課　自立支援担当　TEL 282-6197

○ ごみ処理施設の広域化
　中巨摩、峡北、峡南の各地区のごみ処理施設の使用
期限が近づく中、山梨県ごみ処理広域化計画に基づき、
韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、中央市、市
川三郷町、早川町、身延町、南部町、富士川町及び昭
和町の 11 市町で、ごみ処理施設の広域化（集約）を
図ることになりました。

　その後、この11市町で「峡北・中巨摩・峡南地域ごみ
処理広域化推進協議会」を発足し、新たなごみ処理施
設の建設場所について協議し、中央市大田和地区、同浅利地区とともに、南アルプス市鏡中條地区が最終候
補地となり、協議を重ねてきました。

○ ごみ処理施設建設地の決定
　令和元年10月30日に開催された「第11回協議会」において、中央市浅利地区を新ごみ処理場の建設地
とすることが決定されました。
　今後は、関係市町と協力し、令和13年度新施設の稼働を目指していきます。
　これまで、候補地の選定や説明会への出席、意向調査への回答など、ご協力いただきました多くの皆さまに
深く感謝申し上げますとともに、市民の皆様へ報告いたします。

新ごみ処理施設の建設地が中央市の浅利地区に決定しました

お問合せ／環境課  TEL 282-6097

平成29年新設  甲府・峡東クリーンセンター
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CLIP
Minamialps-City Information

【
助
成
対
象
者
】

　

平
成
30
年
度
（
平
成
31
年
１
〜
３
月
）、
令
和
元
年
度

の
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
は
令
和
２
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
次
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定

○
戦
傷
病
者
手
帳
特
別
・
第
１
・
第
２
項
症

※

減
免
の
対
象
と
な
る
車
が
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
場
合

　

は
、
助
成
対
象
外
で
す
。

【
助
成
内
容
】

　

平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元
年
12
月
分
の
自
動
車
燃
料
費

【
集
団
受
付
日
】

○
１
月
８
日
（
水
）、
28
日
（
火
）　

10
時
〜
15
時

　

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー  

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

山
梨
県
心
身
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
助
成
金
の

請
求
手
続
き
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

令
和
２
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
に
１
度
、
農
林
業
・
農
山
村
の

実
態
を
全
国
的
に
調
査
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
、
一

定
以
上
の
農
地
や
山
林
を
経
営
・
所
有
し
て
い
る
農
家
、

林
家
や
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
、
調
査
対
象
の
確
認
と
回

答
の
お
願
い
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
調
査
員
は
必
ず
「
調
査
員
証
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話 

０
５
７
０
（
０
１
）
２
０
０
４

年
内
最
後
の
可
燃
ご
み

特
別
収
集
に
つ
い
て

　

南
部
地
区
（
若
草
・
櫛
形
・
甲
西
）
で
は
12
月
29
日
（
日
）

に
可
燃
ご
み
の
年
末
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
12
月
30

日
（
月
）の
収
集
は
休
止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

北
部
地
区
（
八
田
・
白
根
・
芦
安
）
で
は
12
月
30
日
（
月
）

●
お
問
合
せ
／
環
境
課　

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
９
７

に
可
燃
ご
み
の
年
末
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
12
月
31

日（
火
）
の
収
集
は
休
止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

年
内
最
後
の
可
燃
ご
み
の
収
集
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
み
の
出
し
忘
れ
が
な
い
よ
う
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
（
14
ペ
ー
ジ
）
で
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
集
場
所
は
通
常
使
用
さ
れ
て
い
る
可
燃
ご

み
集
積
所
で
す
。

○
１
月
15
日
（
水
）、16
日
（
木
）、20
日
（
月
）、31
日
（
金
）

　

９
時
30
分
〜
16
時　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館　

○
１
月
７
日
（
火
）　

10
時
〜
15
時　

昭
和
町
総
合
会
館

○
１
月
９
日
（
木
）　

10
時
〜
16
時　

北
巨
摩
合
同
庁
舎

○
１
月
17
日
（
金
）、
21
日
（
火
）　

10
時
〜
15
時

　

甲
斐
市
敷
島
総
合
文
化
会
館

○
１
月
23
日
（
木
）　

10
時
〜
15
時　

　

北
杜
市
役
所
本
庁
舎

○
１
月
27
日
（
月
）　

10
時
〜
15
時　

　

北
杜
市
役
所
長
坂
総
合
支
所

※

各
会
場
、
12
時
〜
13
時
は
除
き
ま
す
。

※

集
団
受
付
日
は
、
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
で
の
受
付

　

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
期
間
中

　

の
集
団
受
付
日
以
外
の
日
に
、
中
北
保
健
福
祉
事
務

　

所
窓
口
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
必
ず
あ
ら
か
じ
め
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

○
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
〜
２
月
７
日
（
金
）

※

土
日
祝
日
を
除
く

※

期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
助
成
金
の
支

　

払
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

※

午
前
中
の
時
間
帯
は
、
受
付
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

【
持
ち
物
】

○
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
金
請
求
書

○
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の

　

い
ず
れ
か
（
令
和
元
年
度
に
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

　

税
減
免
を
受
け
て
い
る
方
：
山
梨
県
ま
た
は
山
梨
県

　

の
市
町
村
の
「
減
免
申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
手
帳
）

○
印
鑑

○
減
免
の
対
象
と
な
っ
た
自
動
車
の
車
検
証

○
預
金
通
帳
（
助
成
金
の
支
払
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
）

○
対
象
期
間
分
の
自
動
車
燃
料
の
支
払
証
明
書
（
購
入

　

先
給
油
店
か
ら
証
明
を
受
け
た
も
の
）
ま
た
は
、
領

　

収
書
（
請
求
者
氏
名
が
印
字
し
て
あ
る
）
お
よ
び
購

　

入
量
計
算
書

○
自
動
車
減
免
決
定
通
知
書

※

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
市
障
が
い
福
祉
課
・
各
窓

　

口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
北

　

保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で

　

き
ま
す
。



　

11
月
２
日
の
伊
奈
ヶ
湖
紅
葉

祭
に
て
Ｐ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ

―

第
３
回
お
土
産
決
定
戦―
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

市
内
10
店
舗
に
よ
る
ピ
ュ
ー

レ
を
使
用
し
た
商
品
の
人
気
投

票
の
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

【
グ
ラ
ン
プ
リ
商
品
】

　

B
o
n
b
o
n
c
a
f
e
（
ボ
ン
ボ
ン
カ
フ
ェ
）

　
『
ベ
イ
ク
ド
チ
ー
ズ
（
す
も
も
マ
ー
ブ
ル
）』
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65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
無
料
の
結
核
・
肺
が
ん

検
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

を
実
施
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
感
染
症
予
防
法
に
よ
り
年
一
度

の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
結
核
検
診
）
の
受
診
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
最
後
の
検
診
で
す
。

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、今
年
度
は
年
明
け
に
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
・
会
場
】

　

12
月
12
日
（
木
）　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

12
月
18
日
（
水
）　

櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

【
時　

間
】　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
対
象
者
】　

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
年
齢
65
歳
以
上

　

で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方

●
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

Ｐ̶
１
グ
ラ
ン
プ
リ

優
勝
商
品
が
決
定
し
ま
し
た

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課　

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

●
お
問
合
せ
／
中
北
保
健
福
祉
事
務
所  

福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
３
７
）
１
４
１
８

○
預
金
通
帳
（
助
成
金
の
支
払
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
）

○
対
象
期
間
分
の
自
動
車
燃
料
の
支
払
証
明
書
（
購
入

　

先
給
油
店
か
ら
証
明
を
受
け
た
も
の
）
ま
た
は
、
領

　

収
書
（
請
求
者
氏
名
が
印
字
し
て
あ
る
）
お
よ
び
購

　

入
量
計
算
書

○
自
動
車
減
免
決
定
通
知
書

※

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
障
が
い
福
祉
課
・
各
窓
口

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
北
保

　

健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き

　

ま
す
。

・
今
年
４
月
以
降
市
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
診

　

し
て
い
な
い
方

・
今
年
６
月
以
降
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な

　

い
方
（
受
診
予
定
の
方
を
除
く
）

※

い
ず
れ
も
職
場
・
病
院
等
で
受
診
済
の
方
は
、
受
け

　

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
持
ち
物
】　

保
険
証
等
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※

今
年
お
送
り
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
案
内
は

　

が
き
、
ま
た
は
巡
回
健
診
回
答
用
紙
が
あ
る
方
は
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

※

12
月
12
日
に
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
同
じ

　

時
間
で
、
立
っ
た
状
態
等
で
の
受
診
が
困
難
な
方
を

　

対
象
と
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
事
前
予
約
が
必
要
で

　

す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
て
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

を
購
入
し
ま
し
た

　

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
令

和
元
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
・
Ｂ

Ｉ
Ｇ
）
を
活
用
し
て
、
櫛
形
総
合
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
）
４
台

の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
体
力
づ
く
り

や
健
康
増
進
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
３
９
４

　
　
　
　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
３
６
）
８
５
５
５

【
参
加
企
業
】
ア
ニ
ー
ズ
、
清
月
、
つ
る
や
、
と
き
田
、

　

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
・
ザ
・
エ
レ
ン
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
・

　

プ
チ
・
ボ
ヌ
ー
ル
、
ほ
た
る
み
館
、
ボ
ン
ボ
ン
カ
フ
ェ
、

　

ル
ー
ブ
ル
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
伊
奈
ヶ
湖
（
50
音
順
）

※

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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　南アルプス市、中央市、富士川町でつくる「リニア沿線地域活性化協
議会」が、県と事業主体であるJR東海に対し要望書を提出しました。
　県への要望では、リニア建設に伴う個人の住宅や事業所の移転のほか、
市町が地域活性化の事業を行う際に、農業振興地域の除外手続きなどが
円滑に行える体制づくりや、公共施設の移転に伴う市町村振興資金の貸
付増額などを求めました。
　また、JR東海への要望では、全域への防音防災フードの設置、用地買
収により残った土地への十分な補償、高架橋による日照問題や騒音など
影響についてきめ細かなシミュレーションを示すことなどを求めました。

　沢登六角堂で、如意輪観音と聖徳太子を祀る六角堂に「切子」を奉納
する祭典が行われました。300年以上前から継承されているお祭りで県
の無形民俗文化財にも指定されています。今年は、切子保存会の会員や
豊小学校の児童などが制作した73点の切子が奉納されました。
　会場には、 出店や切子の体験コーナーが設けられたほか、地域の人
たちが「切子音頭」や「甲州よっちゃばれ踊り」を踊り、祭りを盛り上
げました。切子は、祭りが終わると家内安全のお守りとして観音様のお
札や供物とともに区内の家庭に配られるそうです。

　櫛形総合体育館で、市内在住の乳幼児の親子を対象に、ハロウィンまつ
りが開催されました。
　このまつりは、市内の児童館とNPO法人「あんふぁんねっと」が共催し、
子育て支援の一環として毎年この時期に開催されています。
　「児童館」コーナーでは、フラッポリンやサイバーホイールなどの大型遊
具や、ダンボール迷路、ボールプール、キャンディ釣りなど沢山の遊びが
用意され、参加した親子は夢中になって楽しんでいました。また、「あん
ふぁんねっと」コーナーでは、色々な遊具で遊ぶ事ができる「アドベン
チャー広場」、ハロウィンの衣装を身に着けて写真撮影をする事ができる
「パネル撮影」などのコーナーが設けられ、大勢の親子が参加していまし
た。会場は大勢の親子でにぎわい、一足早いハロウィンを楽しみました。

リニア沿線の３市町が県とＪＲ東海に要望
 ９月13日    　   、26日  

沢登六角堂で祭典

乳幼児親子ハロウィンまつり

 10月13日    10月 13日    日

９月13日   金    、26日    木

 10月 17日    10月 17日    木
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　甲斐犬は、昭和９年に天然記念物に指定された、芦安地区を発祥の地と
する日本犬です。
　フェスティバル内で開催された甲斐犬展覧会は、甲斐犬愛護会が主催し、
例年韮崎市内で行われていますが、今年は150 回目の節目を迎えることか
ら、発祥の地である南アルプス市に会場を移し開催されました。それに伴
い、小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業の一環として市と共
催しました。
　遠くは青森県や福岡県など各地から集まった177 頭は、それぞれの部門
に分かれて、立ち姿や毛並み、歯並びなどを審査され、入賞者には、賞状
と記念品が贈呈されました。その他フェスティバル内では、新商品開発し
た市内商店のお菓子の詰め合わせセットの販売、甲斐犬啓発グッズ販売等
を行い、大盛況に終えました。

　桃源文化会館で、ありがとう！心あったか祭りと白根地区育成会による
桃っ子祭りが開催されました。
　芝生広場では、姉妹都市の北海道津別町の特産品コーナーや各種団体に
よるブースなどが並び、買い求めた食べ物を美味しそうに味わったりして
いました。また、桃源閣では、乳幼児のハイハイヨチヨチ大会の開催やオ
エムシくんの似顔絵コーナーなどが設けられ、にぎわいを見せていました。
　桃源ホールで行われた桃っ子祭りでは、白根各地区の子どもたちによる
踊りや演奏などが披露され、会場から大きな拍手が送られていました。

　エコパ伊奈ヶ湖で伊奈ヶ湖紅葉祭が開催されました。会場では、キャ
ラクターショーやお楽しみライブのほか、南アルプス市産果物ピューレ
を使ったお菓子に投票してナンバーワンを選ぶＰ-１グランプリなどの催
しが行われました。
　このほかウッドビレッジではクラフト体験、南伊奈ヶ湖ではカヌー体
験、北伊奈ヶ湖ではスラックライン体験が行われるなど、来場者は爽や
かな秋の日差しのもと紅葉が始まった櫛形山や湖畔の景色を楽しんでい
ました。

甲斐犬フェスティバル in 南アルプス市

伊奈ヶ湖紅葉祭

第22回ありがとう！心あったか祭り・桃っ子祭り

11月２日    11月２日    土

 10月 17日    10月 27日   日

11月３日    11月３日    日
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お問合せ／健康増進課  TEL 284-6000
　

 

●
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

普
通
の
風
邪
と
違
い
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季
節

性
を
示
し
、日
本
で
は
例
年
11
月
〜
12
月
に
流
行

が
始
ま
り
ま
す
。今
年
は
９
月
以
降
に
患
者
数
が

増
え
、例
年
よ
り
２
か
月
以
上
も
早
く
流
行
り
だ

し
て
い
ま
す
。１
〜
３
月
に
か
け
更
に
患
者
数
が
増

え
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

こ
れ
ま
で
人
の
間
で
流
行
を
し
た
こ
と
の
な
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、ト
リ
や
ブ
タ
の
世

界
か
ら
人
の
世
界
に
入
り
、新
た
に
人
か
ら
人
に

感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、ま
た
は
か
つ
て
世

界
規
模
で
流
行
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
、そ
の

後
流
行
す
る
こ
と
な
く
長
期
間
が
経
過
し
、現

在
の
人
が
免
疫
を
獲
得
し
て
い
な
い
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
こ
と
で
す
。毎
年
流
行
を
繰
り
返
す
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異
な
り
、ほ
と
ん
ど
の
人

が
そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を
持
っ
て
い
な

い
た
め
、ウ
イ
ル
ス
が
人
か
ら
人
へ
感
染
し
、世
界

的
大
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防

●
感
染
す
る
と

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
場
合
、約
１
〜
３

日
の
潜
伏
期
間
の
後
に
発
症
し
ま
す
。症
状
と
し

て
は
突
然
の
38
℃
以
上
の
高
熱
や
関
節
痛
、筋

肉
痛
な
ど
の
他
、全
身
倦
怠
感
、食
欲
不
振
な
ど

の「
全
身
症
状
」が
強
く
現
れ
ま
す
。や
や
遅
れ
て

咳
、の
ど
の
痛
み
、鼻
水
な
ど
の「
呼
吸
器
症
状
」

が
現
れ
、加
え
て
腰
痛
、吐
き
気
な
ど
の「
消
化

器
症
状
」が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

咳やくしゃみが出る時には咳エチケットを
　自分が感染しないことはもちろんですが、咳やく
しゃみが出る時は、病原体が含まれているかもしれ
ないため、次の咳エチケットを心がけましょう。

○咳、くしゃみが出ている間は積極的にマスクを着
　用しましょう。
○とっさの咳、くしゃみの際マスクがない場合には、
　ティッシュ・服の袖などで口と鼻を覆いましょう。
○咳やくしゃみをするときには、他の人から顔を反
　らしましょう。
○使用後のマスクやティッシュは放置せず、すぐに
　捨てましょう。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
病
原
と
す
る
感
染
症
の
こ
と
で「
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」と「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」の
大
き
く
２
つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
感
染
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
主
に
、感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な

ど
の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
吸

い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す
る
飛
沫(

ひ
ま
つ)

感
染
や
、

ウ
イ
ル
ス
が
付
い
た
物
に
触
れ
、そ
の
手
で
鼻
や
口
な
ど

を
触
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す
る
接
触
感
染
に
よ
り
感

染
し
ま
す
。感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
と
き
は
極
力
、人

　

ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
不
織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。マ

　

ス
ク
は
顔
に
合
っ
た
サ
イ
ズ
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
後
に
は
手
洗
い
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手
指
の
消
毒
を
す
る

　

の
も
効
果
的
で
す
。

○
室
内
は
適
正
な
湿
度（
５０
〜
６０
％
）を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
疲
労
や
睡
眠
不
足
を
避
け
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を

　

取
り
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

　

し
ょ
う
。

※

市
で
は
６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

　

防
接
種
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。期
間
は
令
和
２
年

　

１
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。（
対
象
者
に
は
令
和
元
年
９
月
末
に
接
種
券
・

　

予
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。）



　山梨県には日本酒造りに欠かせない清らかな水を湛えた山系が多くあり、これらの山系から湧き出る良質な地下水と
内陸型の厳しい気象条件に恵まれ「山梨の日本酒」は造られてきました。
　現在、山梨県には13の酒蔵があり、古い酒蔵は300年ほど前から酒造りに取り組んでいます。昨今、若者の日本
酒離れが進んでいるとも言われていますが、日本酒は古くから正月、花見、結婚式など年中行事とともにあり、酒蔵
は地域に根付き、地域の文化や歴史の一端を担ってきました。
　今展では、酒蔵ゆかりの美術作品を紹介するとともに、日本酒の造り方などを紹介するほか、各酒蔵の歴史や特徴
などを紹介するブースを設け、山梨の日本酒の魅力を多角的に紹介します。

山梨の日本酒展
 

『せかいいちしあわせなクマのぬいぐるみ』   
文／サム・マクブラットニィ　絵／サム・アッシャー
訳／吉上 恭太 　出版社／徳間書店　　

       

 
新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　38歳の誕生日に届いた、
ある騒動の報せ。何者か
になろうとあがいた季節の
果てで、かつての若者達を
待ち受けていたものとは? 
又吉直樹、初の長編小説。
『毎日新聞』連載を加筆し
単行本化。

　「はやくだれか、むかえ
にきてよ」女の子に置き
忘れられてしまったクマの
ぬいぐるみは、何人もの
子どもたちの手にわたって
…。心がほんわかあたた
かくなる、クリスマスにお
こった小さな奇跡の物語。
3～5歳対象

10:30～

八田ふれあい図書館  TEL 285-5010

白根桃源図書館  TEL 284-6010

わかくさ図書館  TEL 283-1501

甲西図書館  TEL 282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／２・９･16・23・27日～1月４日  

芦安分館

TEL 282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00

（27日は休館）

中央図書館

TEL 280-3300

平日 9:30～19:00

土・日･祝 9:30～17:00

休館日／27日～１月４日　

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

12月15日（日）～令和2年2月2日（日）  

　月のイベントスケジュール

3日（火） 12日（木）6日（金）

20日（金） 24日（火）

『人間』 
作／又吉 直樹 　出版社／毎日新聞出版　

15

10日（火）八

25日（水）

川崎小虎《囲碁》

◇クリスマス会 「ジングルベルだ！ リンリンリン♪」　
　日　時　１２月１4日（土）　14:00
　場　所　櫛形生涯学習センター　あやめホール
　おはなし・よみきかせ・人形劇など楽しいことがいっぱい。
　今年もサンタさんからのプレゼントがあります！
　出演：ききみみずきんおはなしの会　人形劇団「こんぺいとう」

白

わ 甲

●朗読会「やすらぎ亭」 13:30～ 7日（土）

〒400-0306 南アルプス市小笠原1281  お問合せ／TEL 282-6600  FAX 282-6601 

14:00～ 7・21日（土）中

14日（土） 21日（土）7日（土）甲 わ 八

中

白 26日（木）八

◇第３回シニアのための図書館講座
　「石粉ねんどでつくるねずみのブローチ」　
　日　時　１２月１1日（水）　　１０:00～　　14:00～　
　定　員　各２０名　 要申込１２月１日（日）～　
　持ち物：はさみ  ピンセット  黒いペン  赤いペン
　対象：50歳以上

18日（水）わ甲

野口小頻
《富貴百齢図》

中 八

わ

開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）  ※開催初日の15日（日）は13時からの開館となります。  
入館料／一般500円、大高生300円、中小生200円
　　　　※入館料には団体割引などがあります。小学生未満・65歳以上の方は無料です。　
休館日／12月16日（月）、23日（月）、28日（土）～1月4日（土）   1月6日（月）、14日（火）、20日（月）、27日（月）
　　　　12月2日（月）～12月14日（土）は展示替えのため休館となります。　



信
玄
堤

信
玄
堤

釜
無
川

釜
無
川

巨摩八幡宮巨摩八幡宮

鏡中条最初の移転先鏡中条最初の移転先

熊野神社熊野神社

徳永・御崎遺跡徳永・御崎遺跡

白根高白根高

金丸氏館跡（長盛院）金丸氏館跡（長盛院）

ふるさと文化伝承館ふるさと文化伝承館

※背景の写真は、明治 23年（1948）米軍撮影※背景の写真は、明治 23年（1948）米軍撮影

崖線１

崖線２

金丸氏館跡
（現長盛院）
金丸氏館跡
（現長盛院）

下今井付近下今井付近

ハッピーパーク西付近ハッピーパーク西付近

樹苑東側付近樹園東側付近

釜無川が再び、御勅使川扇
状地に向かい、新たに侵食
が始まる（崖線２の形成）。

人
と
自
然
の
営
み
を
映
す

〜
御
勅
使
川
扇
状
地
末
端
の
侵
食
崖
線
〜

人
と
自
然
の
営
み
を
映
す

〜
御
勅
使
川
扇
状
地
末
端
の
侵
食
崖
線
〜

が
　
い
　
せ
　
ん

み
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
い
　
　 

が
　
　
わ

が
　
い
　
せ
　
ん

み
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
い
　
　 

が
　
　
わ
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徳永・御崎遺跡
縄文時代後期の住居址（部分）

徳永・御崎遺跡からの眺望
縄文人も見た景色

徳永・御崎遺跡
縄文時代後期の住居址（部分）

徳永・御崎遺跡からの眺望
縄文人も見た景色

　

市
の
東
辺
に
沿
っ
て
南
北
に
走
る

県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線（
旧
若
草

双
葉
線
）や
、白
根
高
校
か
ら
野
牛

島
の
交
差
点
を
経
て
、ふ
る
さ
と
文

化
伝
承
館（
樹
園
）に
向
か
う
市
道

に
沿
っ
て
西
側
を
見
る
と
、市
域
を

南
北
に
つ
ら
ぬ
い
て
崖
が
続
い
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
は
、御

勅
使
川
が
土
砂
を
運
搬
し
て
形
成

し
た
扇
状
地
を
、東
か
ら
釜
無
川
が

侵
食
し
て
で
き
た
も
の
で
、そ
の
高

さ
は
、徳
永
の
熊
野
神
社
付
近
で
最

大
十
五
ｍ
程
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
崖
線
、よ
く
見
る
と
現
在
の

白
根
高
校
北
側
付
近
の
上
下
で
食

い
違
っ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
理

由
は
、上
に
示
し
た
と
お
り
、形
成

時
期
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
形
成
時
期

は
、い
つ
頃
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

北
側
の
崖
線
の
先
端
部
上
に
は
、

上
八
田
か
ら
徳
永
を
中
心
に
、縄
文

時
代
後
期（
今
か
ら
約
三
五
〇
〇
年

前
）の
遺
跡（
徳
永
・
御
崎
遺
跡
な

ど
）が
濃
密
に
分
布
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。水
害
を
避
け
、眺

望
の
良
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し

て
集
落
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
ら
、こ
の
付
近
の
崖
は
、

縄
文
時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
、中

世
に
は
、現
在
の
長
盛
院
の
場
所
に
、

こ
の
崖
を
天
然
の
防
御
ラ
イ
ン
と

し
て
、武
田
家
に
仕
え
た
金
丸
氏
が

館
を
構
え
ま
す
。

　

南
の
崖
線
の
形
成
時
期
に
つ
い

て
は
、鏡
中
条
の
巨
摩
八
幡
宮
の
社

記
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に

よ
れ
ば
、神
社
を
含
む
鏡
中
条
村
は
、

天
文
年
間（
一
五
三
二
〜
五
五
）に
釜

無
川
が
押
し
寄
せ
、流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、天
文
十
三
年（
一
五
四

四
）に「
坂
の
上（
御
勅
使
川
扇
状
地

の
上
）」に
移
転
し
た
。し
か
し
、慶

長
年
間（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）、

ま
た
も
水
害
に
襲
わ
れ
、境
内
を
含

め
村
が「
だ
ん
だ
ん
と
欠
け
て
い

き
」、慶
長
十
七
年（
一
六
一
二
）現
在

の
場
所
に
再
び
移
転
し
た
の
だ
と

い
い
ま
す
。天
文
年
間
頃
か
ら
再
び

市
域
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
釜
無

川
の
流
れ
は
、本
年
九
月
号
の
こ
の

欄
で
紹
介
も
し
た
と
お
り
、永
禄
三

年（
一
五
六
〇
）頃
、竜
王
に
信
玄
堤

が
構
築
さ
れ
、そ
の
後
、順
次
下
流

に
堤
防
が
延
伸
さ
れ
る
と
確
定
的

と
な
り
、御
勅
使
川
扇
状
地
を
再
び

侵
食
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

市
域
を
南
北
に
つ
ら
ぬ
く
崖
線
、

そ
の
北
半
分
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自

然
の
営
み
、南
半
分
は
、こ
れ
に
加

え
、人
々
の
歴
史
的
の
営
み
に
よ
っ

て
大
地
に
刻
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。

御
勅
使
川
扇
状
地
末
端
部
の
崖
線

か
ら
、数
千
年
に
わ
た
る
人
と
自
然

の
営
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
文
／
写
真
　
文
化
財
課

御勅使川が流路を変えなが
ら土砂を運び、扇状地がで
きる。

釜無川の流路が、御勅使川
扇状地に向かい、扇状地を
侵食する（崖線１の形成）。

釜無川の流路が変わり、御
勅使川扇状地の発達が再び
始まる。

崖線の形成過程

17  

洒
落
の
気
と
語
り
を
持
っ
て
五
七
五
　
　
加
藤 

星
子
（
小
笠
原
）

人
生
を
夢
み
る
人
は
価
値
を
え
る
　
　
　
塩
沢 

智
江
（
小
笠
原
）

親
の
恩
楽
し
身
守
れ
生
き
る
糧
　
　
　
　
櫻
林 

亀
久
子
（
小
笠
原
）

笑
い
う
ず
仲
間
意
志
で
の
価
値
誇
　
　
　
中
丸 

松
美
（
小
笠
原
）

柳
川

足
な
み
を
生
き
た
喜
び
た
た
え
べ
し
　
　
櫻
本 

テ
ツ
子
（
小
笠
原
）

佛
壇
に
手
合
せ
る
曽
孫
親
を
真
似
　
　
　
常
磐 

晴
美
（
桃
園
）

配
合
を
作
る
経
緯
で
一
安
堵
　
　
　
　
　
野
中 

澄
江
（
小
笠
原
）

崖線の形成過程



総人口： 71,578人（+4）
------------------------------
男　性： 35,377人（-11）
女　性： 36,201人（+15）
世　帯： 28,072世帯（+23）
うち外国籍人口： 1,056人（+16）

南アルプス広
報 No.201   令和元年12月1日発行

令和元年11月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所   〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL 055 -282-1111（代表） FAX 055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL 055 -282-6037

○各窓口サービスセンター
八田 TEL 282-5600　
芦安 TEL 282-5577
甲西 TEL 282-3120

白根 TEL 283-3000
若草 TEL 282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、22:00   ●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00

●若草・櫛形／チャンネル111 8:00、22:00   ●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います
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ＩＫＵＭＥＮ 
  育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの写真を募集しています。   
  詳しくは、市民活動支援課までお問合せください。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

父・亮太　 母・美幸 （桃園）

ハロウィンだったので、
お友達の家で衣装を着させて
もらいました！
気分はすっかりミニオンです♡

相原  永茉ちゃん（８ヵ月） 
え   ま

TEL 282-6037　　  hisyo@city.minami-alps.lg.jp

今月の表紙：市内で生産されているシクラメン

第
26
回 

か
き
ま
つ
り
・

ま
い
も
ん
朝
市

今 月

市 民 憲 章

市のシンボル

木…………モモ
花…………アヤメ
鳥…………ライチョウ
山…………北岳

TEL 282-6493　　  machi@city.minami-alps.lg.jp

祝
100歳
おめでとう！

お子さんの写真を募集しています。   
詳しくは、秘書課までお問合せください。

石川 君江 さん
（田島）

祝
100歳
おめでとう！

開催日　12月14日（土）
時　間　10時から14時まで　※売切れ次第終了
場　所　南アルプス市総合交流ターミナル
　　　 「ハッピーパーク」（南アルプス市徳永４１０番地）

内　容　
・姉妹都市の石川県穴水町より産地直送のカキや海産物 
　などの販売
・立食形式の炭火焼きコーナーでカキを焼き、その場でご 
　賞味できます
・先着500名に石川県穴水町産のイカを無料配布
・地元農産物の販売 など

お問合せ／八田窓口サービスセンター  TEL 282-5600

投 稿
募集中!

駐車場案内
　会場内および周辺には一般の駐車場は
ありません。山梨県総合交通センター
（南アルプス市下高砂825番地）の臨時
駐車場をご利用ください。

清水りん子 さん
（六科）

市瀨 きみ江 さん
（鮎沢）

有泉 はつ江 さん
（東南湖）

中込 千加惠 さん
（平岡）



東
京
か
ら
来
た
友
人
た
ち
と
夜
叉
神
峠
へ
。

ほ
ど
よ
く
坂
道
が
続
く
登
山
道
で

い
ろ
い
ろ
な
で
き
ご
と
を
話
し
ま
し
た
。

山
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
き
ひ
。

た
い
へ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が

す
べ
て
が
今
、
過
ぎ
て
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

な
ん
で
も
な
い
こ
と
な
ん
で
す
が

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
大
切
に
想
え
る
季
節
で
す
。

来
年
は
あ
の
山
だ
ね
と

み
ん
な
で
指
を
さ
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
に

ど
う
ぞ
ゆ
た
か
さ
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
ん
な
時
代
を
生
き
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

お
つ
か
れ
さ
ま
の
ひ
と
こ
と
で
や
す
ら
ぐ
ひ
と
と
き
。

南
ア
ル
プ
ス
の
山
は
相
変
わ
ら
ず
ス
テ
キ
で
し
た
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
︱
ク
推
進
室

次
の
山
へ

19

山

ふ
る
さ
と
日
記



直売所 ＊ 道の駅しらね農産物直売所
直売所住所 ＊ 南アルプス在家塚 587-1
T  E  L ＊ 055-280-2100
OPEN ＊ 9：00 ～ 17：00
U  R  L＊http://www.ja-minami-alps-city.or.jp/

ＪＡ南アルプス市

by 地域おこし協力隊

皆さまこんにちは。佐藤達哉と申します。

マウンテンバイクによる南アルプス山麓エリア

の地域活性化を目指して日々活動しています。

マウンテンバイクというツールを通して地域の

人々の生活や伝統 「失われつつある何か」を多

くの人に知ってもらい、絶やさず受け継いでい

けたらなと思っています。南アルプス市に来て

はや４年、ゆっくり腰をすえたとはま

だまだ言えませんが、見かけたら声で

もかけていただけるとうれしいです。

佐藤  達哉 さん

Profile
神奈川県横浜市から 4 年前に移住。自然大好き
で過去には山岳ガイドもやってました！

遊びに来て
下さい ! !

ふたば食堂 FUTABASYOKUDO

落ち着いた雰囲気のおしゃれな食堂。選
べるランチは彩り鮮やかでボリューム満
点～◎手作りデザートもおすすめです♡

南アルプス市東南湖 130
TEL 055-284-0255

　ワイン用のぶどうの生産は、水はけがよい土壌が適

していると言います。月夜の明かりのような弱い光で

も水が乾くと言われてきた、南アルプス市の御勅使川

扇状地は、まさにうってつけの場所です。いち早く朝

日を浴び、南アルプスによって西日から遮られる、そ

んな地形もぶどうの味を特徴づけています。 ＪＡ南ア

ルプス市では、この地域で育った甲州ぶどうを使って

おいしいワインを作ることで、多くの方に南アルプス

市産の甲州ぶどうの良さを知って欲しい、そして産地

を盛り上げ南アルプス市産農産物の更なるブランド化

を図って行きたい、そんな思いを持って、サントリー

ワインインターナショナル株式会社にご協力をいただ

き、丁寧にワインを作っています。 いきいきとした酸

味と、後味の苦味が心地よい辛口ワインです。

白ワイン「原七郷 甲州」

JA 南アルプス市

「月夜でも焼ける」扇状地から



　令和元年 12月号

　
お 

知 

ら 

せ

─１─

善
意
を
あ
り
が
と
う

　

読
書
活
動
の
推
進
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
名
取
弘
文  

様
（
神
奈
川
県
）児

童
図
書　

53
冊

　

市
の
教
育
推
進
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、
次

の
会
社
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社  

様

（
愛
知
県
名
古
屋
市
） 　
　
　
　

図
書　

46
冊

  

お
知
ら
せ   

 

善  

意

 

表  

彰

表  

彰 

（
敬
称
略
）

●
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　

結
果
報
告
に
つ
い
て

　

３
月
に
市
民
の
中
か
ら
２
，０
０
０
人
を
抽
出

し
て
実
施
し
た
、
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め

の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
の
総
合
計
画
の

策
定
や
事
務
事
業
の
進
捗
確
認
を
目
的
に
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
報
告
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.m

inam
i-alps.yam

anashi.
jp/docs/shim

in.htm
l

お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

秋
の
叙
勲
受
章
者

 

旭
日
中
綬
章

　

金
丸
　
康
信
（
上
今
諏
訪
）

　　

１
９
８
３
年
か
ら
甲
府
商
工
会
議
所
の
議
員

を
務
め
、
文
化
部
会
長
や
副
会
頭
、
会
頭
を
歴

任
し
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
早
期
開
通
や
甲

府
城
天
守
閣
の
整
備
を
働
き
か
け
る
な
ど
、
長

年
の
産
業
振
興
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

瑞
宝
双
光
章

　
金
丸
　
満
洲
雄
（
藤
田
）　

　

１
９
９
６
年
か
ら
保
護
司
と
し
て
罪
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
人
を
長
年
に
わ
た
り
支
え
、
南
ア
ル

プ
ス
保
護
区
保
護
司
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
長

年
の
更
生
保
護
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

危
険
物
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

 

瑞
宝
双
光
章

　
髙
野
　
明
夫
（
吉
田
）　

　

１
９
６
６
年
に
山
梨
県
警
に
入
り
、
富
士
吉

田
署
長
や
県
警
捜
査
１
課
長
な
ど
を
歴
任
す
る

な
ど
、
長
年
の
警
察
業
務
へ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

県
政
功
績
者

　
加
藤
　
正
蔵
（
十
日
市
場
）

　

主
な
経
歴　

元
県
職
員
（
林
務
長
、
峡
東
地

　

域
振
興
局
林
務
環
境
部
長
、
富
士
北
麓
・
東

　

部
地
域
振
興
局
大
月
林
務
環
境
部
長
）

　

小
池
　
通
義
（
西
野
）

　

主
な
経
歴　

Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
代
表
理
事

　

組
合
長
、
Ｊ
Ａ
山
梨
中
央
会
理
事
、
元
Ｊ
Ａ

　

山
梨
中
央
会
副
会
長

　

澤
登
　
義
之
（
十
五
所
）

　

主
な
経
歴　

県
農
業
委
員
会
協
議
会
長
、
県

　

農
業
会
議
副
会
長
、
南
ア
ル
プ
ス
市
農
業
委

　

員
会
長

●
税
務
署
か
ら
の

　

確
定
申
告
書
等
の
送
付
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、市
の
相
談
会
場
や
商
工
会
、
農
協
等

で
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告
書
等
の
用

紙
に
代
え
て
、「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」は
が
き

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書

等
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
等
が
必
要
な
方
は
、
来
年
１
月

中
旬
以
降
に
、
税
務
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

●
令
和
元
年（
2
0
1
9
年
）分
所
得
税　

　

確
定
申
告
の
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

所
得
税
確
定
申
告
は
、
昨
年
度
、
甲
西
支
所

の
改
修
工
事
に
よ
り
、
２
月
は
地
域
防
災
交
流

セ
ン
タ
ー
（
消
防
本
部
）
で
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
甲
西
支
所
に
戻
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
甲
西
支
所　

２
階
会
議
室

　

令
和
２
年
２
月
17
日（
月
）〜
２
月
28
日（
金
）

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
会
議
室

　

令
和
２
年
３
月
３
日（
火
）〜
３
月
16
日（
月
）

　
※
土
・
日
曜
日
と
祝
日
は
除
き
ま
す
。
詳
し
く

　

は
広
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
税
務
課電

話
（
２
８
２
）
７
３
７
９

●
各
種
税
金
の
納
期
限
に
つ
い
て

税　

目　

固
定
資
産
税
（
３
期
）

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

納
期
限　

12
月
25
日（
水
）

※
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

※
口
座
振
替
で
納
め
る
方
は
、
口
座
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。　

お
問
合
せ
／
納
税
課電

話
（
２
８
２
）
７
３
８
４



  

お
知
ら
せ   

─２─

●
年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

期　

間　

12
月
1
日（
日
）〜
31
日（
火
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

『
乗
せ
る
の
は　

君
の
宝
（
か
ぞ
く
）
と

　
　

そ
の
未
来
（
あ
し
た
）
』

重
点
目
標

〇
飲
酒
運
転
の
根
絶

〇
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

　

の
徹
底
と
反
射
材
使
用
の
推
進

〇
高
齢
者
と
子
供
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高

　

齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
４

●
12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

　
　

市
人
権
擁
護
委
員
会
の
主
催
で
「
特
設
人
権
相

談
」
を
開
催
し
ま
す
。
い
じ
め
や
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
な

ど
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
囲
の
方
が
性

暴
力
の
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、「
や
ま
な

し
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

か
い
さ

ぽ 

も
も
こ
」（
設
置
主
体 

山
梨
県
）へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の
女
性
相

談
員
が
お
話
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
、
産
婦

人
科
医
療
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
法
律
相
談
な

ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

希
望
に
よ
り
支
援
機
関
へ
も
付
き
添
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
専
用
電
話
番
号
（
２
２
２
）
５
５
６
２

相
談
受
付　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

　

年
始
を
除
く
）
10
時
〜
16
時

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
相
談
フ
ォ
ー
ム
に
ア 

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.sien-yam

anashi.

　

com
/kaisapo-m

om
oko

お
問
合
せ
／
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

電
話
（
２
２
３
）
１
３
５
８

●
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

 

特
別
障
害
者
手
当
制
度

　

特
別
障
害
者
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

著
し
く
重
度
で
永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
本
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
手
当
月
額　

２
７
，２
０
０
円

●
台
風
19
号
に
伴
う
県
外
通
学
困
難
者
等

　

宿
泊
緊
急
支
援
事
業

　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
を
利
用
し
て
東
京
方
面
の
大
学

等
に
通
学
す
る
学
生
等
で
、
台
風
19
号
の
影
響

に
よ
る
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
運
休
を
受
け
て
、
宿
泊

施
設
を
利
用
し
た
方
に
１
日
あ
た
り
５
，０
０
０

円
を
限
度
と
し
て
補
助
を
し
ま
す
。
10
月
14
日

か
ら
10
月
17
日
ま
で
の
宿
泊
（
４
日
間
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
４

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
は

　

お
済
み
で
す
か

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
令
和
元
年
度
分
申

開
催
日　

12
月
５
日（
木
）

時　

間　

10
時
〜
15
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

高
度
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

請
を
７
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度

（
平
成
30
年
７
月
〜
令
和
元
年
６
月
）
に
免
除

の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
、
退
職
や
所
得
の
減

少
等
に
よ
り
新
規
に
免
除
を
希
望
す
る
方
で
、

ま
だ
免
除
申
請
も
保
険
料
納
付
も
し
て
い
な
い

場
合
は
、
保
険
料
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の
で

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
竜
王
年
金
事
務
所　

電
話
（
２
７
８
）
１
１
０
４

各公共施設の年末年始休業案内

市役所　各窓口サービスセンター 　  12月28日～１月５日

芦安山岳館  　　  12月28日～１月３日　℡（288）2125

安藤家住宅  　　  12月27日～１月７日　℡（284）4448

ふるさと文化伝承館 　　  12月27日～１月５日　℡（282）7408

樹園　　　　　　　　　　　　  １月3日のみ休業　　　℡（285）4131

白根桃源天笑閣  　　  12月31日～１月３日　℡（285）5001

やまなみの湯　　　　　　　　  休業なし　　　　　　　℡（280）3340

道の駅しらね  　　  12月29日～１月３日　℡（282）6478

まちの駅くしがた 　  　12月29日～１月６日　℡（283）7766

遊・湯ふれあい公園 　　  12月31日～１月２日　℡（282）7610

エコパ伊奈ヶ湖 　　　　　　  12月29日～１月3日　℡（283）8700

コミュニティバス 　　  12月29日～１月３日　℡（282）6074

市民活動センター 　　  12月28日～１月４日　℡（282）7325

桃源文化会館  　　  12月29日～１月３日　℡（284）3411

　※施設によっては、営業日であっても通常の開館時間と異なる場合があり
　　ますが、年末年始につきご了承ください。
　　詳しくは、各施設へお問い合わせください。
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募  

集

無 

料 

相 

談

●
市
民
活
動
支
援
課
の

　

市
民
向
け
各
種
相
談
会

　 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

12
月
15
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
歳
、女
性
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

行
政
相
談 

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　

12
月
13
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料
相
談 募  

　  

集
　

●
上
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

　

4
月
委
託
予
定
の
上
下
水
道
加
入
者
宅
内
の

メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
を
行
う
検
針
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
は
、
12
月
５
日
以
降

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
企

業
局
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
５
日（
木
）
〜
25
日（
水
）

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
日
数　

偶
数
月
５
日
間
（
平
日
）
程
度

応
募
要
件　

市
内
在
住
50
歳
以
下
の
方

　

原
動
機
付
自
転
車
運
転
免
許
取
得
済
み
で
、

　

バ
イ
ク
を
保
有
し
安
全
に
運
転
で
き
る
方

提
出
書
類　

申
込
書

　
　
　
　
　

運
転
免
許
証
の
写
し（
表
裏
）

面
接
試
験　

１
月
中
旬

申
込
・
お
問
合
せ
／
企
業
局　

総
務
課

電
話
（
２
８
２
）
２
０
１
６

●
桃
源
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ル
ガ
ン
ス
ク
ー
ル

　

生
徒
募
集

要　

件　

県
内
在
住
の
小
学
６
年
生
か
ら
高
校

　

３
年
生
ま
で
で
、
ピ
ア
ノ
歴
５
年
以
上

講　

師　

平
井 
靖
子

 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

開
催
日　

令
和
２
年
３
月
20
日（
金
・
祝
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

試　

験　

実
技
、
面
接

締　

切　

令
和
２
年
３
月
６
日（
金
）
必
着

  

お
知
ら
せ   

●
放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回　

２
月
29
日（
土
）
ま
で

　
　
　
　
　

第
２
回　

３
月
17
日（
火
）
ま
で

お
問
合
せ
／
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー　

電
話
（
２
５
１
）
２
２
３
８

※
申
込
用
紙
は
桃
源
文
化
会
館
に
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話
（
２
８
４
）
３
４
１
１

●
12
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　

４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物 

（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　

①
印
鑑　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

　

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、後
日
、
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
、
産
婦
健
康
診
査
受
診
票
、
新
生

　

児
聴
覚
検
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

※
書
類
の
記
載
か
ら
説
明
ま
で
に
１
時
間
程
度

 
障
害
児
福
祉
手
当
制
度

　

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
度
で
永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳

未
満
の
本
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
手
当
月
額　

１
４
，７
９
０
円

　 

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

中
程
度
以
上
で
永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

・
手
当
月
額　

１
級　

５
２
，２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

２
級　

３
４
，７
７
０
円

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
等
で
支
給
さ
れ

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
６
１
９
７

　

か
か
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

●
12
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

 

実
施
日　

４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

内　

容　

保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
乳
幼
児

　

の
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

※
来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ

　

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
お
早
め
に

 　
例
年
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
実
施
期
間
の
最

後
に
あ
た
る
１
月
に
受
診
者
が
集
中
し
ま
す
。

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
中
の
受

診
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

子
宮
頸
が
ん
検
診
実
施
期
間

　

令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で

※
申
し
込
み
が
ま
だ
の
方
は
、
健
康
増
進
課
に 

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 　
患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

4
0
0
㎖
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

12
月
25
日（
水
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎　

新
館
前
駐
車
場

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０



─４─

イ
ベ
ン
ト  

　●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

12
月
２
日（
月
）〜
12
月
６
日（
金
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

開
催
日　

12
月
10
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
時
〜
15
時
30
時

場　

所　

古
市
場
区
公
会
堂
（
古
市
場
4
2
2
）

開
催
日　

12
月
16
日（
月
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

中
野
所
原
集
会
所
（
中
野
2
5
6
6
―
3
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　

ふ
く
し
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
４
）
７
８
３
０

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

対　

象　

若
草
、
櫛
形
、甲
西
地
区
に
在
住
の
方

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
３
９

②
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

対　

象　

八
田
、
白
根
、
芦
安
地
区
に
在
住
の
方

お
問
合
せ
／
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
８
）
１
４
４
０

③
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

 

「
や
ま
び
こ
の
会
」
相
談
日

開
催
日　

12
月
18
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

白
根
げ
ん
き
館

※
認
知
症
カ
フ
ェ「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」

　

も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

猪
狩

電
話  

０
９
０
（
１
１
１
４
）
２
８
７
０

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会  

（
予
約
優
先
）

開
催
日　

12
月
20
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２

●
冬
のEye
愛
ひ
と
み
相
談
会

　

見
え
方
や
目
の
こ
と
に
つ
い
て
、
主
に
支
援
、

教
育
、
学
習
、
進
路
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

開
催
日　

12
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）

無
料
相
談 

 
無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
土
地
・
不
動
産
、
借
金
、
離
婚
な
ど

の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先
1
人
50
分
・
12
月 

　

２
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

12
月
19
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制
1
人
30
分
・
12
月
２
日

　
　

予
約
開
始
）

開
催
日　

12
月
20
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎  

本
館

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　

12
月
18
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
（
要
予
約
）

　

ご
本
人
や
ご
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
不
安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、

困
り
事
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
を
精
神
科
医

が
お
受
け
し
ま
す
。

●
土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　

土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家
屋
調
査
士
」

と
法
律
の
専
門
家
「
弁
護
士
」
が
協
力
し
て
皆

さ
ま
の
ご
相
談
に
応
じ
、
公
正
・
迅
速
・
円
満

な
形
で
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相
談
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、
予
約
を
し
て
か
ら
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
（
甲
府
市
国
母
８
―

13
―

30
）

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
２
５
）
３
７
３
７

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。
意
欲
が
な
い
。

・
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
。

・
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

開
催
日　

12
月
18
日（
水
）

時　

間　

15
時
〜
17
時　

場　

所　

予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を

　

確
認
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

※
最
初
に
、
簡
単
に
相
談
内
容
を
聞
き
取
り
ま

　

す
。

※
相
談
会
以
外
で
も
、
随
時
相
談
を
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課　

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

時　

間　

10
時
〜
15
時

場　

所　

県
立
盲
学
校

対　

象　

乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
。
本
人
、
保

　

護
者
、
支
援
者
等
ど
な
た
で
も
。

参
加
費　

無
料

申　

込　

平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
電
話
で

　

受
け
付
け
ま
す
。

締　

切　

12
月
５
日（
木
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
県
立
盲
学
校

電
話
（
２
２
６
）
３
３
６
１



─５─

イ
ベ
ン
ト  

●
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り

　

実
感
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
 

 

　
「
な
ぜ
今
、
地
域
の
支
え
あ
い
が
必
要
な
の

か
」
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

12
月
４
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　

○
な
ぜ
今
、
地
域
の
支
え
あ
い
が
必
要
な
の
か

○
南
ア
ル
プ
ス
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
紹
介

○
事
例
発
表　

大
阪
府
岬
町

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話
（
２
８
２
）
７
３
４
７

●
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

　

第
７
回
障
害
者
計
画
部
会

　

令
和
２
年
か
ら
の
市
の
障
が
い
者
施
策
の
指

針
と
な
る
第
４
次
障
害
者
計
画
を
み
ん
な
で
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

開
催
日　

12
月
24
日
（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
役
所
新
館
地
階　

第
１
会
議
室

内　

容　

み
ん
な
で
話
そ
う
障
が
い
者
の
暮
ら

　

し
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
（
こ
れ
ま
で

　

の
部
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
作
成
し

　

た
素
案
を
見
て
話
し
合
い
ま
す
。）

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

申
込
・
お
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
１
９
７

●
認
知
症
予
防
講
演
会

 

「
脳
を
守
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
人
生

　

１
０
０
年
時
代
を
南
ア
ル
プ
ス
市
で

　

楽
し
く
い
き
る
」

　
 

 

　

な
る
の
が
不
安
、
介
護
が
つ
ら
い
、
そ
ん
な

認
知
症
の
イ
メ
ー
ジ
を
逆
転
す
る
目
か
ら
う
ろ

こ
の
予
防
の
お
話
で
す
。

開
催
日　

１
月
17
日（
金
）

時　

間　

14
時
〜
16
時
（
開
場
13
時
30
分
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

講　

師　

山
口
晴
保 

氏
（
認
知
症
介
護
研
究
・
研

　

修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
、
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

参
加
費　

無
料

申　

込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
４
７

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
１
８
９

●
公
共
交
通
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
9

　

バ
ス
車
両
展
示
、
ミ
ニ
バ
ス
乗
車
、
バ
ス
グ

ッ
ズ
販
売
な
ど
、
公
共
交
通
と
身
近
に
ふ
れ
あ

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

開
催
日　

12
月
14
日（
土
）　

時　

間　

10
時
〜
15
時

場　

所　

甲
府
駅
北
口  
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場

お
問
合
せ
／
県
交
通
政
策
課　

電
話
（
２
２
３
）
１
６
６
５

●
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
恋
活 

　

〜
超
簡
単
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

　

ン
と
共
同
作
業
〜

　

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
の
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ

ン
。
み
ん
な
で
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
な
が
ら
恋
活
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
せ
ん
か
？

   

「
共
同
作
業
」
で
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
？

開
催
日　

12
月
14
日（
土
）

時　

間　

14
時
45
分
（
受
付
開
始
）

①
特
別
観
望
日

　
「
本
格
的
望
遠
鏡
作
り
教
室
」

　

レ
ン
ズ
直
径
50
㎜
焦
点
距
離
６
０
０
㎜
の
望
遠

鏡
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

12
月
26
日（
木
）

時　

間　

18
時
〜
20
時

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　

２
，１
０
０
円

定　

員　

５
組

②
自
主
企
画
講
座

　
「
花
と
光
を
楽
し
む
植
物
標
本
ハ
ー
バ
リ

　

ウ
ム
教
室
〜
季
節
に
合
わ
せ
て
〜
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
を
彩
る
季
節
に
合
っ

た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

12
月
14
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所　

白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，５
０
０
円

定　

員　

20
名

③
自
主
企
画
講
座

  

「
お
し
ゃ
れ
な
正
月
飾
り
作
り
」

　

ア
ー
テ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、

花
の
し
め
飾
り
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

12
月
26
日（
木
）

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定　

員　

20
名

④
新
春
子
ど
も
書
道
教
室

　

小
・
中
学
生
対
象
の
冬
休
み
恒
例
の
書
道
教

室
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
書
道
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

開
催
日　

１
月
６
日（
月
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

教
育
委
員
会
（
甲
西
支
所
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
名

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と 

　

な
り
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開
講
で
き
な
い

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

場　

所　

市
川
三
郷
町
役
場

募
集
人
数　

独
身
男
女
各
20
名
程

参
加
費　

男
性
4
，5
0
5
円
、
女
性
9
9
5
円

持
ち
物　

必
要
な
方
は
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　

メ
ー
ル
に
て
、
件
名
に
「
ク
リ
ス 

　

マ
ス
恋
活
申
込
」
と
記
入
し
、
①
お
名
前
②

　

生
年
月
日
③
お
住
い
の
市
町
村
④
携
帯
電
話

　

番
号
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

    

【
申
し
込
み
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

　

w
incere2013@

gm
ail.com

締　

切　

12
月
9
日（
月
）

※
抽
選
結
果
は
12
月
11
日（
水
）頃
に
連
絡
予
定

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

　

山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

電
話  

０
９
０
（
４
５
９
７
）
９
９
１
５



イ
ベ
ン
ト  

─６─

●
初
心
者
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

開
催
日　

１
月
18
日（
土
）、
26
日（
日
）

時　

間　

7
時
集
合
〜
17
時
30
分

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
自
主
事
業
１
１
８
弾

　

音
楽
と
ト
ー
ク
を
楽
し
む

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

今
年
は
和
太
鼓
奏
者
で
、
テ
レ
ビ
で
も
子
育
て

番
組
に
出
演
中
の
前
田
タ
ク
ヤ
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
す
。

開
催
日　

12
月
15
日（
日
）

●
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム

　

日
本
国
内
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
試
合
を
間
近
で

観
戦
で
き
る
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
で

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

12
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
（
両
日
）

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

対　

戦　

ト
ヨ
タ
紡
織
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ

前
売
券　

一　

般　

２
，０
０
０
円

　
　
　
　

大
・
高　

１
，２
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中　

７
０
０
円

当
日
券　

一　

般　

２
，２
０
０
円

　
　
　
　

大
・
高　

１
，３
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中　

８
０
０
円

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

入
場
券
お
問
合
せ
／

　

市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会  

池
本

電
話  

０
９
０
（
２
５
５
３
）
８
９
７
１

●
や
ま
な
み
の
湯
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た

成
長
促
進
の
運
動
指
導
や
、
オ
イ
ル
を
使
っ
た

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

12
月
３
日（
火
）、
16
日（
月
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

対　

象　

２
ヵ
月
か
ら
２
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　

と
そ
の
母
親

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯　

電
話　
（
２
８
０
）
３
３
４
０

　
内
藤    

電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）
６
１
０
０

●fum
i

メ
イ
ク
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
自
分
へ
の
ご
褒
美

に
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
眉
毛
カ
ッ
ト
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

開
催
日　

12
月
３
日（
火
）

時　

間　

11
時
〜
15
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
４
０

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　

演　

前
田
タ
ク
ヤ
さ
ん
、
大
嶽
香
子
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円
（
茶
菓
子
付
き
）

※
ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
も
開
催
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
３
１
１

●
バ
ー
ド
ケ
ー
キ
を
つ
く
ろ
う
！

　

冬
は
鳥
た
ち
に
と
っ
て
食
べ
も
の
が
少
な
い

季
節
で
す
。
鳥
た
ち
と
の
関
わ
り
を
知
り
な
が

ら
、
鳥
の
餌
と
な
る
「
バ
ー
ド
ケ
ー
キ
」
を
つ

く
っ
て
、
お
家
に
鳥
を
呼
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

12
月
８
日（
日
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

対　

象　

小
学
生
以
上

　
　
　

 

（
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

15
作
品
（
先
着
順
）

参
加
費　

1
作
品
に
つ
き
８
０
０
円

締　

切　

12
月
３
日（
火
）
17
時

●
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
協
賛
事
業

　

健
康
づ
く
り
講
演
会

  

「
消
化
器
が
ん
の
今
」 

　

消
化
器
は
、
食
物
の
消
化
や
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
生
成
な
ど
の
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
消
化
に
か
か
わ
る
臓
器
全
体
の
が
ん
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

開
催
日　

12
月
16
日（
月
）

時　

間　

19
時
〜
20
時
15
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

白
根
徳
洲
会
病
院  

外
科
部
長

　
　
　
　

奥
村
全
史  

医
師

参
加
費　

無
料

定　

員　

１
０
０
名
（
要
申
込
）

締　

切　

12
月
12
日（
木
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）
６
０
０
０

●
焚
火
で
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ

　

〜
エ
コ
パ
の
森
で
の
ん
び
り
タ
イ
ム
〜

　

自
分
で
起
こ
し
た
焚
火
で
作
っ
て
温
か
い
飲

み
物
や
食
べ
も
の
を
食
べ
な
が
ら
、
森
の
中
で

の
ん
び
り
過
ご
し
ま
す
。
焚
火
台
は
1
組
1
台

用
意
し
ま
す
。

開
催
日　

12
月
15
日（
日
） 

雨
天
中
止

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所　

エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

対　

象　

大
人
（
18
歳
以
上
）

定　

員　

４
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
に
つ
き
１
，０
０
０
円

締　

切　

12
月
13
日（
金
）
17
時

●
動
物
の
行
動
を
追
え
！  
　

調
査
体
験
ツ
ア
ー

　

伊
奈
ヶ
湖
周
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
目
の
前
で
見

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
野
生
動
物
の

調
査
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
道
具
を
使
っ

て
彼
ら
の
行
動
を
追
い
か
け
ま
す
。

開
催
日　

令
和
２
年
1
月
18
日（
土
）〜
19
日（
日
）

　
　
　
　

１
泊
２
日

集　

合　

1
月
18
日
（
土
） 

13
時

解　

散　

1
月
19
日
（
日
） 

11
時

対　

象　

小
学
生
以
上

　
　
　
　

（
未
成
年
者
は
要
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

５
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
に
つ
き
4
，0
0
0
円

　
　
　

 

（
コ
テ
ー
ジ
宿
泊
・
夕
食
付
）

締　

切　

令
和
２
年
1
月
10
日（
金
） 

17
時

※
少
雨
決
行
、
開
催
３
日
前
に
開
催
の
可
否
を

　

判
断
し
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

電
話
（
２
８
３
）
８
７
０
０



─７─

イ
ベ
ン
ト   

市
民
か
ら

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

 

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　

個
人
や
市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
の
情
報
交
換

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
す
対
話
の
場
で
す
。

開
催
日　

12
月
17
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
５

●
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

12
月
14
日（
土
）

時　

間　

開
演
15
時
（
開
場
14
時
30
分
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館　

桃
源
ホ
ー
ル

出　

演　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン  

小
林 

英
之

　
　
　
　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト  

山
本 

英
助

入
場
料　

一
般  

１
，５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下  

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話
（
２
８
４
）
３
４
１
１

●
〜
障
害
者
週
間
イ
ベ
ン
ト
〜

　

映
画
上
映
会
「
イ
ー
ち
ゃ
ん
の
白
い
杖
」

　　
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
姉
弟

の
20
年
に
わ
た
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を

上
映
し
ま
す
。

開
催
日　

12
月
７
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
17
時
（
開
場
13
時
）

場　

所　

山
梨
県
立
文
学
館　

講
堂

定　

員　

５
０
０
人   

※
参
加
無
料
、申
込
不
要

お
問
合
せ
／
県
弁
護
士
会

電
話
（
２
３
５
）
７
２
０
２

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

Ｕ
ー

８
・
Ｕ
ー

６
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
峡
中
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

12
月
７
日（
土
）　

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
受
付
９
時
）

場　

所　

押
原
公
園 

天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

内　

容　

親
子
ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
舎
、
園
児
・

　

児
童
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
、
親
子
サ
ッ
カ
ー

対　

象　

峡
中
地
域
に
お
住
ま
い
の
小
学
校
１
・

　

２
年
生
お
よ
び
園
児

お
問
合
せ
／
県
サ
ッ
カ
ー
協
会 

望
月

電
話
（
２
６
７
）
８
８
８
７

●
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

　

第
16
回
定
期
演
奏
会

開
催
日　

12
月
８
日（
日
）

時　

間　

14
時
（
13
時
20
分
開
場
）

実
施
場
所　

サ
ン
メ
ド
ウ
ズ
清
里

集
合
場
所　

甲
西
支
所
北
側
駐
車
場

対　

象　

５
歳
以
上
の
市
民

申　

込　

募
集
要
項
に
付
属
の
申
込
書
に
記
入 

　

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
、
ま
た
は
各
窓

　

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

　

設
置
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
）

申
込
締
切　

12
月
25
日（
水
）
17
時
（
必
着
）

参
加
費　

○
小
学
生
以
下　

５
，０
０
０
円
（
リ
フ
ト
１
日
、

　

昼
食
、
ス
ク
ー
ル
半
日
を
含
む
）

○
中
学
生
以
上　

４
，５
０
０
円
（
リ
フ
ト
１
日
、

　

昼
食
を
含
む
）

※
追
加
ス
ク
ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

※
レ
ン
タ
ル
費
用
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

12
月
21
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　

無
料
、
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　

12
月
12
日（
木
）、
26
日（
木
）

●
安
藤
家
住
宅
で
ミ
ニ
門
松
作
り

　

来
年
も
良
い
年
に
な
る
よ
う
、
願
い
を
込
め

て
手
作
り
し
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
等
へ
手
軽
に
飾

れ
る
サ
イ
ズ
で
す
。

開
催
日　

12
月
21
日（
土
）

場　

所　

重
要
文
化
財 

安
藤
家
住
宅

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

参
加
費　

７
０
０
円
（
入
館
料
込
み
）

定　

員　

25
名
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
文
化
財
課　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

●
美
術
講
演
会

  

「
酒
蔵
道
具
の
古
今
」

開
催
日　

12
月
15
日（
日
）

時　

間　

14
時
〜　
　

場　

所　

市
立
美
術
館
研
修
室

講　

師　

山
梨
県
酒
造
組
合
会
長   

北
原 

兵
庫

定　

員　

60
名
（
申
込
不
要
・
先
着
順
）

参
加
料　

美
術
館
入
館
料
に
含
む

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
升
作
り

開
催
日　

12
月
21
日（
土
） 

時　

間　

10
時
〜
、
13
時
30
分
〜　
　

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　

無
料

申　

込　

不
要

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）
電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

場　

所　

市
立
美
術
館
研
修
室

定　

員 　

各
20
名
（
要
申
込
・
先
着
順
）

参
加
料　

３
０
０
円

対　

象　

小
学
校
高
学
年
以
上

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　

電
話
（
２
８
２
）
６
６
０
０



 

入
札
結
果

 10  月 の 入 札 結 果
●市役所関係 お問合せ／総務課　TEL 282-6542

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL 282-2016

 

市
民
か
ら

●【
新
年
準
備
】
大
も
ち
つ
き
大
会

開
催
日　

12
月
28
日（
土
）

時　

間　

８
時
〜
12
時

場　

所　

天
空
舎
さ
か
き（
上
宮
地
２
２
４
１
ー

４
）

内　

容　

臼
と
杵
で
も
ち
つ
き
、
の
し
棒
で
伸

　

ば
す

参
加
費　

体
験
無
料
、
も
ち
の
持
ち
帰
り
は
、

　

２
升
２
，０
０
０
円

申　

込　

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け

申
込
・
お
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
ア
ル
プ
ス
山
麓 

　

い
や
し
の
里
づ
く
り
の
会  

飯
島

電
話 

０
９
０
（
６
７
０
５
）
７
１
９
３

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
inam

i.alps.tenqoosha@
gm
ail.com

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
の
米
田
浩
司
氏
を
招
い

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

開
催
日　

12
月
25
日（
水
） 

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

南
ア
ル
プ
ス
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
ー
チ 

　
　
　

  

（
小
笠
原
４
３
４
―

１
）

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
ー
チ

電
話  

０
８
０
（
５
５
６
９
）
６
２
９
９

●
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
り
ま
せ
ん
か
？

練
習
日　

毎
週
水
・
金
・
土
曜
日

時　

間　

水
・
金
曜
日 

17
時
45
分
〜
19
時
45
分

　
　
　
　

土
曜
日 

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所　

櫛
形
北
小
学
校
体
育
館

対　

象　

小
学
１
年
〜
６
年
生
の
女
の
子

※
い
つ
で
も
体
験
可
能
で
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

櫛
形
北
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団  

野
沢

電
話  

０
９
０
（
７
８
１
８
）
８
３
３
６

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

vfk-returns-j1-2012@
i.softbank.jp

●
ペ
ン
習
字
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
優
し
く
熱
心
な
先
生
の

指
導
の
も
と
、一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

毎
月
第
１
金
曜
日

時　

間　

18
時
〜
21
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
１
月
の
み
、
１
月
10
日（
金
）
に
開
催

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
小
野

　
　
　

電
話 

０
９
０
（
５
３
１
４
）
７
３
２
４

開札日 件     名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
10月2日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（西南湖１工区） 西南湖地内 ㈲武井設備 11,418,000
10月2日 駒場浄水場系管路更新工事（２－７工区） 飯野新田地内 ㈱栄進設備工業 33,660,000
10月2日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（小笠原１工区） 小笠原地内 ㈲江藤工業所 2,794,000
10月9日 駒場浄水場系管路更新工事（４－１工区） 飯野新田地内 ㈱清水総合工業 30,580,000
10月9日 駒場浄水場系管路更新工事（２－９工区） 飯野新田地内 ㈱清水商事 27,610,000
10月9日 低水圧改良に伴う給配水管布設工事（飯野新田工区） 飯野新田地内 ㈲甲西管工 6,556,000
10月24日 駒場浄水場系管路更新工事（４－２工区） 飯野新田地内 ㈲新津工業 22,770,000
10月24日 駒場浄水場系管路整備舗装本復旧工事（２工区） 飯野新田地内 日東建設㈱  南アルプス営業所 5,830,000

開札日 件     名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

10月17日
南アルプス市消防団小型動力ポンプ付軽四輪駆動消防車購入
（八田分団第１部）

小笠原地内 ㈲中村ポンプ工作所 6,912,400

10月17日 市指定ごみ袋（大）購入（２回目） 市内 大成プラスチック工業㈱ 9,108,000
10月17日 令和２年度家庭ごみ収集カレンダー印刷業務 市内 ヒューマンユニバース 2,745,600
10月17日 公用車リース（管財課・環境課） 小笠原地内 ㈱トヨタレンタリース山梨 102,300
10月17日 デジタル複写機借入れ（介護福祉課） 小笠原地内 富士観光開発㈱  南アルプス出張所 205,920
10月17日 デジタル複写機借入れ（会計課） 小笠原地内 ㈱正直堂  南アルプス店 134,640
10月17日 デジタル複写機借入れ（教育総務課） 鮎沢地内 ㈱マルモ 215,160
10月21日 櫛形中学校屋上防水改修工事 小笠原地内 創夢㈱ 27,830,000
10月21日 白根B＆G海洋センター建物切り離し改修工事 百々地内 ㈲相澤建設 2,508,000
10月21日 中央橋横断歩道橋損傷補修工事（1期） 芦安芦倉地内 ㈱浅利清興 8,580,000
10月28日 小笠原小学校屋内運動場床改修工事 小笠原地内 ㈱野中工務店 53,900,000
10月28日 雨水管渠布設工事（滝沢川左岸６号雨水幹線） 桃園地内 ㈱川崎建設 61,600,000
10月31日 マイクロソフトオフィス2019 ライセンス（VDI用）購入 小笠原地内 ㈱ＹＳＫe-com 6,745,200
10月31日 マイクロソフト ライセンス（CAL等）購入 小笠原地内 ㈱ＹＳＫe-com 3,357,618
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